「神様に守られた三人」　ダニエル３：２９　　2011年3月13日　聖日家族礼拝
１．先々週はダニエルさんのお話をしましたね。覚えてるかな？悪い人たちによってライオンの穴に放り込まれたダニエルさんでしたけど、神様に守られたというお話でしたね。
２．そのダニエルさんには、三人の親友がいたのです。ダニエルさんと同じく、この三人もまことの神様を信じる、立派な人たちでした。

　　名前はちょっと長いですけどね、覚えてみましょうか。「シャデラク」さんと、「メシャク」さんと、「アベデネゴ」さんです。

３．それで実はこの三人も、ダニエルさんのように恐ろしい目にあったんです！ダニエルさんはライオンの穴に投げ込まれましたが、シャデラクさんとメシャクさんとアベデネゴさんは燃え盛る炎の中に放り込まれてしまったのでした！本当の神様を信じているという理由で、たったそれだけで、こんなに恐ろしいことになってしまったのでした！！
　　さて、ここで問題です。ダニエルさんは恐ろしいライオンから守られましたが、シャデラクさんとメシャクさんとアベデネゴさんの三人は、いったいこの後どうなったでしょうか？

　　三つの中から、どれが正解か一緒に考えてみましょう。

４．①「実はそんなに熱くなく、サウナみたいで気持ちよかった」

５．②「丸焼けになってしまった」

６．③「炎の中にあっても、神様の守りがあった」
７．さて、①から③のどれでしょう？　①「サウナみたいだった」②「丸焼けになった」③「守られた」

８．はい、もちろん正解は③ですよね。聖書には、燃え盛る炎の中に四人目の人が見えたって書いてありますよ。恐ろしい炎の中にあって、神様ご自身が三人を守ってくださったんですね。

９．「まことに人間をこのように救うことのできる神はほかにはない。」ダニエル３：２９
これは、バビロンの国の王様の言った言葉です。シャデラクさんとメシャクさんとアベデネゴさんの三人が神様を信じ、守られて生きた姿を見て、王様はまことの神様をあがめたんですね。

私たちの人生も、良いことばかりではありません。でも、神様はあなたと共に歩んでくださいます。

　神様はあの炎の中に共にいてくださったように、あなたと決して離れずに歩んでくださるお方です。

　おしまい。
